
平
成
二
十
五
年
国
土
交
通
省
令
第
九
十
二
号

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則

海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規

定
に
基
づ
き
、
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
海
賊
多
発
海
域
に
お
け
る
日
本
船
舶
の
警
備
に
関
す
る
特
別
措

置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
海
賊
行
為
の
対
象
と
な
る
お
そ
れ
が
大
き
い
船
舶
の
要
件
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
満
載
状
態
に
お
い
て
、
推
進
機
関
を
そ
の
連
続
最
大
出
力
で
運
転
し
船
舶
を
航
行
さ
せ
た
場
合
の
当
該
船
舶

の
速
力
が
十
八
ノ
ッ
ト
未
満
で
あ
る
こ
と
。

二
　
暴
露
甲
板
そ
の
他
の
人
が
船
舶
に
侵
入
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
所
か
ら
満
載
喫
水
線
ま
で
の
最
小
の
垂
直
距

離
が
十
六
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
こ
と
。

（
海
賊
行
為
に
よ
る
被
害
を
低
減
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
）

第
三
条
　
法
第
二
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
措
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
乗
組
員
及
び
乗
船
し
て
い
る
者
が
避
難
す
る
た
め
の
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
区
画
で
あ
っ
て
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線

電
話
、
イ
ン
マ
ル
サ
ッ
ト
無
線
電
話
等
の
外
部
と
の
通
信
手
段
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
を
設
け
て
い
る
こ

と
。

二
　
船
舷
の
上
端
に
沿
っ
て
船
体
の
全
周
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
人
の
侵
入
を
防
止
す
る
有
刺
線
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
も
の
を
備
え
付
け
て
い
る
こ
と
。

（
特
定
警
備
計
画
の
認
定
の
申
請
等
）

第
四
条
　
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
警
備
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
特
定
日

本
船
舶
の
所
有
者
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
申
請
者
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）

ロ
　
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

役
員
の
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ハ
　
法
第
四
条
第
三
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

二
　
特
定
日
本
船
舶
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ
　
船
舶
の
国
籍
及
び
船
舶
所
有
者
を
証
す
る
書
類

ロ
　
一
般
配
置
図

ハ
　
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ニ
　
前
条
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
及
び
写
真

三
　
小
銃
等
の
管
理
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ
　
小
銃
等
の
保
管
の
た
め
の
設
備
（
以
下
「
保
管
設
備
」
と
い
う
。
）
の
位
置
及
び
構
造
を
示
す
図
面
及
び

写
真

ロ
　
第
六
条
第
二
号
ニ
（
１
）
及
び
（
２
）
に
該
当
す
る
船
長
を
選
任
す
る
こ
と
を
誓
約
す
る
書
類

四
　
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
者
（
以
下
「
特
定
警
備
予
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
次

に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
写
し
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
ら
に
代
わ
る
書
類

ロ
　
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
住
民
票
の
写
し
（
役
員
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該

役
員
の
登
記
事
項
証
明
書
）
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ハ
　
特
定
警
備
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
特
定
警
備
予
定
事
業
者
に
よ
る
教
育
訓
練
の
内
容
及
び
方
法
を
示
す

書
類

ニ
　
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
っ
て
、
特
定
警
備
予
定
事
業
者
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
業
務
を
行
う

役
員
）
が
法
第
七
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当

該
医
師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

ホ
　
第
七
条
第
二
号
イ
（
法
第
七
条
第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ

に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

ヘ
　
第
八
条
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
の
契
約
に
係
る
契
約
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

五
　
特
定
警
備
の
実
施
の
方
法
に
係
る
次
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
及
び
写
真

イ
　
申
請
者
が
特
定
警
備
予
定
事
業
者
と
の
間
で
締
結
し
た
契
約
で
あ
っ
て
、
特
定
警
備
の
実
施
を
内
容
と
す

る
も
の
に
係
る
契
約
書
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

ロ
　
特
定
警
備
に
係
る
次
に
掲
げ
る
図
面

（１）
　
特
定
日
本
船
舶
の
航
路
図

（２）
　
小
銃
等
の
積
卸
し
の
場
所
を
示
す
図
面

ハ
　
特
定
警
備
の
用
に
供
す
る
小
銃
の
側
面
及
び
当
該
小
銃
に
打
刻
さ
れ
た
製
造
番
号
を
写
し
た
写
真

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
し
た
と
き
は
、
認
定
番
号
及
び
認
定
年
月
日
を

申
請
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
警
備
計
画
の
そ
の
他
の
記
載
事
項
）

第
五
条
　
法
第
四
条
第
二
項
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
氏
名
又
は
名
称

二
　
特
定
日
本
船
舶
の
予
定
貨
物

三
　
前
号
の
予
定
貨
物
に
係
る
我
が
国
へ
の
輸
送
予
定
又
は
輸
送
実
績

四
　
計
画
期
間

（
小
銃
等
の
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た
め
に
必
要
な
基
準
）

第
六
条
　
法
第
四
条
第
三
項
第
二
号
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
保
管
設
備
が
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

イ
　
堅
固
な
金
属
製
ロ
ッ
カ
ー
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
程
度
に
堅
固
な
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
確
実
に
施
錠
で
き
る
錠
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

ハ
　
管
理
上
支
障
の
な
い
場
所
に
あ
る
こ
と
。

ニ
　
容
易
に
持
ち
運
び
が
で
き
な
い
こ
と
。

二
　
管
理
の
方
法
が
、
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

イ
　
小
銃
等
を
保
管
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（１）
　
保
管
の
委
託
を
受
け
た
小
銃
等
を
保
管
設
備
に
確
実
に
施
錠
し
て
保
管
す
る
こ
と
。

（２）
　
保
管
設
備
を
常
に
点
検
し
、
前
号
の
基
準
に
適
合
す
る
よ
う
に
維
持
す
る
こ
と
。

ロ
　
特
定
日
本
船
舶
へ
の
小
銃
等
の
積
卸
し
及
び
保
管
設
備
へ
の
小
銃
等
の
出
し
入
れ
の
際
に
、
船
長
が
小
銃

の
名
称
及
び
製
造
番
号
並
び
に
実
包
の
種
類
及
び
数
量
に
つ
い
て
確
認
す
る
こ
と
。

ハ
　
小
銃
と
実
包
を
分
け
て
別
の
容
器
に
入
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
施
錠
す
る
こ
と
。

ニ
　
船
長
を
選
任
す
る
際
に
、
当
該
船
長
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。

（１）
　
法
第
七
条
第
二
号
イ
か
ら
ワ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

（２）
　
特
定
警
備
の
用
に
供
す
る
小
銃
等
の
管
理
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ

と
。

（
特
定
警
備
を
適
確
に
実
施
す
る
に
足
り
る
能
力
を
有
す
る
者
の
基
準
）

第
七
条
　
法
第
四
条
第
三
項
第
三
号
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
警
備
に
従
事
す
る
者
に
対
す
る
教
育
訓
練
の
内
容
及
び
方
法
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。

二
　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
法
第
七
条
第
二
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
、
ホ
（
法
第
七
条
第
二
号
ワ
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、
ト
、
チ
又
は
ヲ

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

1



ロ
　
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
に
係
る
法
第
四
条
第
一
項
の
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
（
そ
の
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に

限
る
。
）

ハ
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
イ
又
は
ロ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

（
特
定
警
備
計
画
の
そ
の
他
の
認
定
基
準
）

第
八
条
　
法
第
四
条
第
三
項
第
五
号
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
警
備
予
定
事
業
者
が
、
当
該
事
業
者
を
被
保
険
者
と
す
る
損
害
賠
償
責
任
保
険
で
あ
っ
て
、
特
定
警
備

の
実
施
中
に
生
じ
た
損
害
を
塡
補
す
る
も
の
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
計
画
期
間
が
三
年
未
満
で
あ
る
こ
と
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
計
画
期

間
が
三
年
未
満
で
あ
り
、
か
つ
、
変
更
前
の
認
定
計
画
の
開
始
の
日
か
ら
三
年
未
満
で
あ
る
こ
と
。
）
。

三
　
そ
の
他
特
定
警
備
の
適
正
な
実
施
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

（
特
定
警
備
計
画
の
変
更
の
認
定
の
申
請
）

第
九
条
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
に
係
る
特
定
警
備
計
画
の
変
更
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定

船
舶
所
有
者
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
四
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
、
図
面
又
は
写
真
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変

更
後
の
書
類
、
図
面
又
は
写
真
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
軽
微
な
変
更
）

第
十
条
　
法
第
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
認
定
に
係
る
特
定
警
備
計
画
の
軽
微
な
変
更

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更

二
　
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
名
称
の
変
更

三
　
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
住
所
の
変
更

四
　
第
五
条
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更

２
　
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
船
舶
所
有
者
は
、
第
三
号
様
式
に
よ
る

届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
変
更
が
第
四
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
書
類
又
は
図
面
の
変
更
を
伴
う
と
き
は
、
当
該
変
更
後
の
書
類
又
は
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
特
定
警
備
に
従
事
す
る
者
の
確
認
の
申
請
等
）

第
十
一
条
　
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
特
定
警
備
に
従
事
す
る
者
の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
認
定
船
舶
所
有
者

は
、
第
四
号
様
式
に
よ
る
申
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
特
定
警
備
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
特
定
警
備
に
従
事
す
る
も
の
に
係

る
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
記
録
媒
体
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
旅
券
の
写
し

二
　
住
民
票
の
写
し
又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

三
　
特
定
警
備
事
業
者
と
の
雇
用
関
係
を
示
す
書
類

四
　
特
定
警
備
事
業
者
に
よ
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

五
　
次
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
技
能
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
映
像
を
記
録
し
た
記
録
媒
体

六
　
医
師
が
作
成
し
た
診
断
書
で
あ
っ
て
、
法
第
七
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
認
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
に
関
す
る
当
該
医
師
の
意
見
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

七
　
法
第
七
条
第
二
号
ニ
か
ら
ワ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
を
証
す
る
書
類

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
し
た
と
き
は
、
確
認
番
号
及
び
確
認
年
月
日
を
申
請
者

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
小
銃
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
者
の
基
準
等
）

第
十
二
条
　
法
第
七
条
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
知
識
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
法
そ
の
他
特
定
警
備
の
実
施
に
関
す
る
法
令

ロ
　
小
銃
等
の
使
用
、
保
管
等
の
取
扱
い

二
　
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
技
能
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
次
に
掲
げ
る
小
銃
の
操
作
に
関
す
る
事
項

（１）
　
小
銃
の
保
持
そ
の
他
小
銃
の
基
本
的
な
取
扱
い

（２）
　
小
銃
の
点
検

（３）
　
実
包
の
装
塡
及
び
抜
出
し
そ
の
他
実
包
の
取
扱
い

（４）
　
射
撃
の
姿
勢
及
び
動
作

ロ
　
標
的
に
対
す
る
射
撃
に
関
す
る
事
項

２
　
前
項
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
の
確
認
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該

各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一
　
前
項
第
一
号
　
前
条
第
二
項
第
四
号
の
書
類
の
確
認
及
び
筆
記
試
験
又
は
口
述
試
験
の
実
施

二
　
前
項
第
二
号
　
前
条
第
二
項
第
四
号
の
書
類
及
び
同
項
第
五
号
の
記
録
媒
体
の
確
認

（
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る
違
法
な
行
為
）

第
十
三
条
　
法
第
七
条
第
二
号
ヲ
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
暴
力
的
不
法
行
為
そ
の
他
の
罪
に
当
た
る

違
法
な
行
為
を
定
め
る
規
則
（
平
成
三
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
に
規
定
す
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た

る
行
為
と
す
る
。

（
確
認
特
定
警
備
従
事
者
に
係
る
変
更
の
届
出
）

第
十
四
条
　
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
船
舶
所
有
者
は
、
第
五
号
様
式
に
よ
る

届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
確
認
特
定
警
備
従
事
者
が
同

条
第
二
号
（
法
第
七
条
第
二
号
ロ
、
ハ
、
ト
、
チ
、
ヌ
又
は
ル
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
、
第
三
号
又
は
第
四
号
に

該
当
す
る
と
き
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
法
第
八
条
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
（
法
第
七
条
第
二
号
ロ
又
は
ハ
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
限

る
。
）
　
医
師
の
診
断
書

二
　
法
第
八
条
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
（
法
第
七
条
第
二
号
ト
、
チ
、
ヌ
又
は
ル
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
限
る
。
）
　
確
定
判
決
の
判
決
書
の
写
し
又
は
確
定
判
決
の
内
容
を
記
載
し
た
書
類

三
　
法
第
八
条
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
　
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
類

四
　
法
第
八
条
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
（
住
所
を
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
限
る
。
）
　
住
民
票
の
写
し

又
は
こ
れ
に
代
わ
る
書
類

五
　
法
第
八
条
第
四
号
に
該
当
す
る
場
合
（
前
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
　
旅
券
の
写
し

（
確
認
特
定
警
備
従
事
者
に
係
る
変
更
の
届
出
事
由
）

第
十
五
条
　
法
第
八
条
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
確
認
特
定
警
備
従
事
者
の
国
籍
、
住
所
、
氏

名
、
性
別
又
は
旅
券
の
番
号
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
き
と
す
る
。

（
特
定
警
備
実
施
計
画
の
届
出
等
）

第
十
六
条
　
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
認
定
船
舶
所
有
者
は
、
特
定
警
備
の
開
始
の
日
の

五
日
前
ま
で
に
、
第
六
号
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国

土
交
通
大
臣
が
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
提
出
の
期
限
を
経
過
し
た
後
で
あ
っ
て
も
、
当
該

届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
届
出
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
及
び
図
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
特
定
警
備
の
実
施
期
間
に
お
け
る
特
定
日
本
船
舶
の
喫
水
を
示
す
書
類

二
　
特
定
警
備
の
実
施
期
間
に
お
け
る
特
定
日
本
船
舶
の
航
路
図

三
　
小
銃
等
の
積
卸
し
の
場
所
を
示
す
図
面

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
届
出
受
理
番
号
及
び
届
出
受
理

年
月
日
を
当
該
届
出
を
し
た
者
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
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（
特
定
警
備
実
施
計
画
の
そ
の
他
の
記
載
事
項
）

第
十
七
条
　
法
第
十
三
条
第
六
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
長
の
氏
名

二
　
貨
物
の
種
類

三
　
貨
物
等
の
積
載
量

四
　
第
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
認
定
番
号
及
び
認
定
年
月
日

五
　
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
確
認
番
号
及
び
確
認
年
月
日

六
　
確
認
特
定
警
備
従
事
者
の
乗
下
船
の
日
時
及
び
場
所

七
　
積
み
込
ま
れ
る
予
定
の
小
銃
の
名
称
、
口
径
及
び
製
造
番
号
並
び
に
実
包
の
種
類

八
　
小
銃
等
の
積
卸
し
の
日
時
及
び
場
所

（
小
銃
等
の
保
管
の
設
備
及
び
方
法
の
基
準
）

第
十
八
条
　
法
第
十
六
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
第
六
条
第
一
号
及
び
第
二
号
イ
に
掲
げ
る

基
準
と
す
る
。

（
小
銃
等
の
亡
失
又
は
盗
取
の
届
出
）

第
十
九
条
　
法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
船
長
は
、
第
七
号
様
式
に
よ
る
届
出
書
を

国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
録
簿
）

第
二
十
条
　
法
第
十
八
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
由
と
し
、
同
条
の
事

項
は
、
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
由
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

事
由

事
項

特
定
日
本
船
舶
へ
の
小
銃
等
の
積
卸
し

一
　
日
時
及
び
場
所

二
　
小
銃
の
名
称
及
び
製
造
番
号

三
　
実
包
の
種
類
及
び
数
量

保
管
設
備
へ
の
小
銃
等
の
出
し
入
れ

一
　
日
時
、
場
所
及
び
目
的

二
　
小
銃
の
名
称
及
び
製
造
番
号

三
　
実
包
の
種
類
及
び
数
量

四
　
小
銃
等
を
携
帯
す
る
確
認
特
定
警
備
従
事
者
の
氏
名

小
銃
の
使
用
（
試
験
的
に
発
射
す
る
場
合
を
含
む
。
）

一
　
日
時
、
場
所
及
び
概
要

二
　
小
銃
の
名
称
及
び
製
造
番
号

三
　
実
包
を
消
費
し
た
場
合
に
は
そ
の
種
類
及
び
数
量

四
　
小
銃
を
使
用
し
た
確
認
特
定
警
備
従
事
者
の
氏
名

２
　
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
記
録
簿
へ
の
記
載
は
、
第
八
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
法
第
十
八
条
の
記
録
簿
は
、
法
第
四
条
第
一
項
の
認
定
に
係
る
船
舶
内
に
備
え
付
け
、
最
終
の
記
載
を
し
た
日

か
ら
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
認
定
船
舶
所
有
者
は
、
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
記
録
簿
の
備
付
け
及
び
保
存
並
び
に
記
録
簿
へ
の
記
載
を

船
長
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
入
港
時
の
確
認
に
係
る
通
報
）

第
二
十
一
条
　
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
船
長
は
、
本
邦
の
港
に
入
港
す
る
二
十
四
時

間
前
ま
で
に
、
入
港
を
し
よ
う
と
す
る
本
邦
の
港
及
び
当
該
本
邦
の
港
の
係
留
し
よ
う
と
す
る
係
留
施
設
の
名
称

並
び
に
入
港
の
予
定
時
刻
を
国
土
交
通
大
臣
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

（
小
銃
等
が
本
邦
に
陸
揚
げ
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
）

第
二
十
二
条
　
法
第
十
九
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
特
定
日
本
船
舶
か
ら
導
管
に
よ
り
原
油
を
陸
揚
げ
す
る
場
合

二
　
そ
の
他
国
土
交
通
大
臣
が
小
銃
等
が
本
邦
に
陸
揚
げ
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合

（
検
査
員
証
）

第
二
十
三
条
　
法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
立
入
検
査
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
は
、
第
九
号
様
式
に
よ
る

も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
一
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
一
月
二
五
日
国
土
交
通
省
令
第
八
二
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
特
定
警
備
計
画
の
記
載
事
項
及
び
様
式
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。
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第
一
号
様
式
（
第
４
条
関
係
）

第一号様式(第4条関係) 

 

特定警備計画認定申請書 

 

  年  月  日 

 

 国土交通大臣 殿 

 

住 所            

氏名又は名称            

代表者の氏名            

 

 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第4条第1項の規定により、特

定警備計画の認定を申請します。 

 

特定警備計画 

 

1．申請者に関する事項 

 (1) 氏名又は名称及び住所 

 (2) 法人にあっては、その代表者の氏名及びその業務を行う役員の氏名又は名称 

2．特定日本船舶に関する事項 

 (1) 名称 

 (2) 船種 

 (3) 予定貨物 

 (4) 前号の予定貨物に係る我が国への輸送予定又は輸送実績 

3．特定警備の用に供する小銃等の保管のための設備及びその管理の方法(当該小銃等を管

理することとなる船長の選任に関する事項を含む。) 

4．特定警備を実施する事業者に関する事項 

5．特定警備の実施の方法 

6．計画期間 

 

(備考) 

 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 

第
二
号
様
式
（
第
９
条
関
係
）

第二号様式（第9条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） 特定警備計画変更認定申請書 年月日 国土交通大臣殿 住所 氏名又は名称 代表者の氏名 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第5条第1項の規定により、特定警備計画の変更の認定を申請します。 記 1．特定警備計画の概要 【認定番号】第号 【認定年月日】年月日 2．変更の内容 3．変更の年月日 4．変更の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  
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第
三
号
様
式
（
第
１
０
条
関
係
）

第三号様式（第10条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） 特定警備計画変更届出書 年月日 国土交通大臣殿 住所 氏名又は名称 代表者の氏名 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第5条第2項の規定により、特定警備計画の変更を届け出ます。 記 1．特定警備計画の概要 【認定番号】第号 【認定年月日】年月日 2．変更の内容 3．変更の年月日 4．変更の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  

第
四
号
様
式
（
第
１
１
条
関
係
）

第四号様式（第11条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） 特定警備に従事する者の確認申請書 年月日 国土交通大臣殿 住所 氏名又は名称 代表者の氏名 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第7条の規定により、特定警備に従事する者の確認を申請します。 記 1．特定警備計画の概要 【認定番号】第号 【認定年月日】年月日 2．特定警備に従事する者に関する事項 国籍 住所 氏名 生年月日 性別 旅券の番号 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  
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第
五
号
様
式
（
第
１
４
条
関
係
）

第五号様式（第14条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） 確認特定警備従事者変更届出書 年月日 国土交通大臣殿 住所 氏名又は名称 代表者の氏名 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第8条の規定により、確認特定警備従事者に係る変更を届け出ます。 記 1．確認特定警備従事者の概要 【確認番号】第号 【確認年月日】年月日 2．変更の内容 3．変更の年月日 4．変更の理由 （備考） 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  

第
六
号
様
式
（
第
１
６
条
関
係
）

第六号様式(第16条関係) 

 

特定警備実施計画(変更)届出書 

 

年  月  日 

 

 国土交通大臣 殿 

 

住 所             

氏名又は名称             

代表者の氏名             

 

 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第13条の規定により、特定警

備実施計画(の変更)を届け出ます。 

 

特定警備実施計画 

 

1．特定日本船舶に関する事項 

 (1) 名称 

 (2) 船長の氏名 

 (3) 貨物の種類 

 (4) 貨物等の積載量 

2．特定警備計画の概要 

   【認 定 番 号】 第         号 

   【認 定 年 月 日】     年  月  日 

3．特定警備を実施する特定警備事業者の氏名又は名称 

4．確認特定警備従事者に関する事項 

 (1) 氏名 

 (2) 概要 

   【確 認 番 号】 第         号 

   【確 認 年 月 日】     年  月  日 

 (3) 乗下船の日時及び場所 

5．特定警備の実施期間 

6．積み込まれる予定の小銃等に関する事項 

 (1) 小銃の名称、口径及び製造番号並びに数量 

 (2) 実包の種類及び数量 

 (3) 積卸しの日時及び場所 

 

(備考) 

 用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 
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第
七
号
様
式
（
第
１
９
条
関
係
）

第七号様式（第19条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） 小銃等亡失・盗取届出書 年月日 国土交通大臣殿 氏名 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第16条第3項の規定により、小銃等が亡失し又は盗み取られた旨を届け出ます。 記 1．特定警備実施計画の概要 【届出受理番号】第号 【届出年月日】年月日 2．亡失し又は盗み取られた小銃の名称、口径及び製造番号 3．亡失し又は盗み取られた実包の種類及び数量 4．亡失し又は盗み取られたことが発覚した日時及び場所 5．亡失し又は盗み取られた際の状況 6．今後の航海予定 寄港予定地及び日付 特定警備実施後初めて入港し係留する本邦の港の係留施設（定まっていない場合にあっては、係留することが見込まれる係留施設） （備考） 1用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。 2亡失し又は盗み取られたことが発覚した場合は、直ちに届け出ることとする。  

第
八
号
様
式
（
第
２
０
条
関
係
）

第八号様式（第20条関係）（令元国交令20・令2国交令98・一部改正） RecordBook(EmbarkationandDisembarkation) 記録簿（特定日本船舶への小銃等の積卸し関係） Nameofship船名 Dateandnumberofreceipt届出受理番号及び年月日 （Embarkation積込み）（Disembarkation取卸し） Dateandtime日時 Dateandtime日時 Position場所 Position場所 Firearm小銃 Firearm小銃 Name名称 SerialNo.製造番号 Name名称 SerialNo.製造番号 Ammunition実包 Ammunition実包 Kinds種類 Rounds数量 Kinds種類 Rounds数量 （備考）用紙の大きさは、日本産業規格A4とする。  
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第
八
号
様
式
（
第
２
０
条
関
係
）

 

第
八
号
様
式
（
第
２
０
条
関
係
）
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第
九
号
様
式
（
第
二
十
三
条
関
係
）

第九号様式（第二十三条関係） 8．6センチメートル （表）第号 年月日発行 官職氏名 年月日生 海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法第二 十二条第二項の規定による検査員の証 年月日限有効 5．4センチメートル 写真 国土交通大臣印 5．4センチメートル （裏）（海賊多発海域における日本船舶の警備に関する特別措置法抜 粋） 第二十二条国土交通大臣は、この法律の施行に必要な限度にお いて、その職員に、認定船舶所有者の事務所、事業場、船舶そ の他の場所に立ち入り、設備、帳簿、書類その他の物件を検査 させ、又は乗組員その他の関係者に質問させることができる。 2前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証 明書を携帯し、関係者の請求があるときは、これを提示しなけ ればならない。 3第一項の規定による立入検査の権限は、犯罪捜査のために認 められたものと解釈してはならない。 第二十六条次の各号のいずれかに該当する者は、二十万円以下 の罰金に処する。 五第二十二条第一項の規定による検査を拒み、妨げ、若しく は忌避し、又は質問に対して答弁をせず、若しくは虚偽の答 弁をした者  
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